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	 最近まで考えられてきた地磁気の変動は太陽活動に対する応答としてのものが主だ

った。しかし、最近の大きな地震の発生時の磁場観測をきっかけとして、地表と熱圏の

重力音波共鳴が電離圏・熱圏に電流を流して磁場変動を引き起こしていることが明らか

になった。発表者は、その重力音波共鳴に着目し、大気の微気圧変動と地磁気変動の観

測で、変動周期を比較することで共鳴現象の存在を確認した。さらに、中性大気波動が

電離層ダイナモを誘発して電磁場のエネルギーに変換されるモデルも示した。 
	 地上磁場観測のみではなく、低軌道衛星 CHAMPによる観測でも、微細な磁場構造

の変動が示されており、これは下層大気擾乱による音波・内部重力波によりダイナモ作

用で生成された沿磁力線電流の空間構造であることが徐々に明らかになってきた。これ

は、その構造が地球の地形(高山などで大気が上昇する地点)や季節(季節風の風向)に依

存性を持つことから推測されるものである。続く観測がまもなく打ち上げられる

SWARM衛星によって行われる予定であり、詳細な構造の解明が待たれる。 

 
	 地球における下層大気起源の電離層の重力音波共鳴現象を詳細に説明するというこ

とは、太陽の振動現象に応用できる可能性がある。なぜなら、太陽の表面上部である彩

層は、地球電離圏と同じく弱電離プラズマであり、太陽大気中には音波が存在すること

が示されているからである。実際、太陽の彩層と光球で観測される３分周期の振動は、

地球の重力音波共鳴と類似している。この類似性は、太陽のみならず、大気が存在し、

大気上層で電離を起こしているような惑星には常に考えうることであり、土星や木星な

どの大気が豊富な惑星でも観測されるだろう。 

	  
	 この分野の更なる発展として、発表者は降雨前後の気圧の微小な変動と地磁気変動の

関係も考えている。こういった気圧の変動は先日の金環日食でも起こるものであるため、

どのような相関がとれたか非常に興味深いところである。 
	 このように、地磁気と下層大気の変動の観測は、超高層大気と気象・地殻変動を結び

つける新たな研究分野の可能性を示すものであり、今後の発展が期待される。 


